
 平成２９年１０月教育委員会会議（定例会）会議録
１　日　時　　平成２９年１０月２７日（金）午後１時３０分～午後４時１５分
２　場　所　　所沢市役所６階　６０２会議室
３　出席者         内藤隆行教育長

［委　員］大岩幹夫教育長職務代理者、吉本理委員、中川奈緒美委員、
寺本彰委員、清水国明委員
　　　　 ［事務局］美甘寿規教育総務部長、田中和貴学校教育部長、師岡林教育総務部次長、岩間健一学校教育部次長兼学校教育課長、木村立彦文化財保護担当参事兼文化財保護課長、池田隆人保健給食担当参事兼保健給食課長、千葉裕之教育総務課長、深谷康博教育総務課主幹兼教育企画室長、森田幸夫教育施設課長、安田幸雄社会教育課長、海老沢康子スポーツ振興課長、根本靖スポーツ振興課主幹、倉富恵理子生涯学習推進センター所長、中村まさみ所沢図書館長、中村啓教育センター副所長
　　　　　［書記］　青木穂高教育総務課主査、名雪晋祐教育総務課主任
４　前回会議録の承認
５　会議の傍聴者　　１１名
６　開　会　　　　　開会に先立ち、美甘教育総務部長から、平成２９年１０月２日開催の所沢市議会第３回定例会において、大岩幹夫委員の再任について議会の同意があり、１０月５日付けで藤本市長より任命書の交付があった旨の報告がなされた。また、「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」第１３条第２項に基づき、大岩委員が内藤教育長より、引き続き教育長職務代理者として指名されたことが報告された。
大岩教育長職務代理者より挨拶。
本日の議事は、請願第２号と、議案第２３号から議案第
２５号の計４件。なお、議案第２３号及び第２４号については、予算に関する審議のため、また、議案第２５号については、個人情報を扱う審議のため、「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」第１４条第７項により、非公開としたい旨の発議があり、出席委員全員が賛成し、非公開で審議されることに決定した。　　　　　　　　

７　議　題
●請願第２号　学校環境の整備についての学識経験者の提言に基づき、所沢市内全

小中学校にエアコン設置を求める請願
資料に則り、千葉教育総務課長から以下のとおり説明がなされた。

１０月４日付で受理した本請願は、教育委員会が『学識経験者による「平成
２９年度所沢市教育委員会事務事業に関する点検評価報告書」中の「学校環境の整備」に関する提言を真摯に受け止め、所沢市内全小中学校にエアコン設置を実行すること』を請願するものである。
つづいて、請願者より以下のとおり意見陳述がなされた。

　　文部科学省の公立学校施設の空調設備の調査において、平成１０年の調査では、全国の小中学校のエアコン設置率は３．７％だったが、本年４月では４９．６％まで増加している。３年前の調査では、３２．８％であった。埼玉県では、本年４月時点では７６％であるが、平成２９年度中にほぼ１００％のエアコン設置率となる市町村が、８４．５％に達する見込みである。本年４月時点では、県内
６３市町村の内、エアコン設置率が９０％以上に達しているのは、４９市町村であった。しかし、所沢市においては、未だ４．５％である。

　　環境省は、近年の猛暑日の増加については危惧しており、文部科学省においてもエアコン設置に費用の３分の１を補助するなど、熱中症に対する危機意識の表れであろうと思う。

　　所沢市議会を傍聴すると、エアコン設置は所沢市の教育理念である「心身のたくましさ」を育てることに反するという教育委員会の考え方を聞くが、一般市民としては「心身のたくましさ」を育むのは、部活動や体育の授業ではないかと思っている。教室内では、静かな環境で集中して学習することが大切であると思っている。

　　現役の教員の話によれば、最近の教室には温・湿度計がないとのことである。厚生労働省の労働環境の指針として、環境省のＷＢＧＴの指針を参考にするよう示されている。気温だけでなく、湿度も熱中症の危険度を増す要因となっていることが示されている。教室に温・湿度計がなく、エアコンの設置が必要ないという検証は、どのようになされているのか知りたいと思った。

　　また、学校は災害時においては避難所とされ、体育館が使用されることが多い。体育館は鉄筋の構造で、日中の熱が夜遅くまでこもってしまうことがあり、体の弱い方や高齢者は教室に避難しなければならない。そうなると、エアコンのない教室は、そうした方々に負担がかかることになる。

　　教育基本法第１６条第４項に「国及び地方公共団体は、教育が円滑かつ継続的に実施されるよう、必要な財政上の措置を講じなければならない」と規定されていることから、教育委員会においても市長部局と連携し、エアコン設置について検討していただきたいと考える。

　　

（内藤教育長）
　　ただいまの意見陳述に対して、ご質問があればお願いします。　

（寺本委員）

　　「猛暑日」というのは、何度以上であると考えていますか。

（請願者）

　　３５℃以上であると思います。

（寺本委員）

　　近年、授業時間を確保するために夏休みを短くする傾向がありますが、夏休みを削ってでもエアコンをつけて授業するのがよいと思いますか。それとも、夏休みはしっかり確保したほうがよいと思いますか。

（請願者）

　　個人的な見解としては、日本の夏休みは短すぎると思っていますので、もっと長いほうがよいと思います。親として、子どもが夏休みに家にいるのがとても嬉しくて、夏休みが終わると寂しさがあり、親子で過ごせる長いスパンというのは必要であると思います。

（寺本委員）

　　エアコン設置や維持の費用、ランニングコストなど、リース費用や電気使用料等様々な経費がかかりますが、ご存知のとおり、現在の市の財政上、予算の捻出は難しい状況です。この予算を捻出するには、他の事業の予算を削減するか、市債を出すか、増税するのか、ということになると思いますが、それについてはどのように考えていますか。

（請願者）

　　教育予算について、県内の市町村と比較すると、所沢市は比較的少ないと感じました。それぞれの市町村の事情があり一概には言えませんが、他の市町村に比べて所沢市がよいとは思いません。

（寺本委員）

　　そうすると、他の事業の予算をエアコン設置に充てるという考え方でよろしいでしょうか。

（請願者）

　　市民の立場として、言える範囲のものではないので、教育委員会の皆様の賢明な判断をお願いしたいと思います。

（内藤教育長）
　　本請願を検討するにあたり、事務局に対して確認事項があればお願いします。
（清水委員）

　　エアコン設置については、住民投票が行われたと思いますが、それについて改めて確認したいと思います。

（千葉教育総務課長）
　　住民投票は、平成２７年２月に行われ、防音校舎(２９校)へのエアコン設置の是非が問われたものです。住民投票の請求代表者は、『まずは「第一種区域」にある防音校舎３校(宮前小、北中小、狭山ヶ丘中)にエアコンを設置すること、他の防音校舎については、『市の財政状況や政策優先順位を議論して、あくまで計画的に実施するようにしていただきたい』と意見を述べられました。

　　投票結果としては、投票者の過半数はエアコン設置に「賛成」でしたが、「投票結果の重みを斟酌する」投票資格者総数の３分の１に達しませんでした。

　　その後、住民投票の結果を受けて、教育委員会会議においても、委員の皆様にご協議いただき、教育委員会の見解としては、『当面「第一種区域」への工事計画の着手に全力で取り組みつつ、その他の学校の取り扱いについては、引き続き、市長部局等とも連携を図りつつ、総合的な観点から慎重な検討が必要と考える。』と確認させていただきました。
（中川委員）

　　この住民投票の結果を受けて、「第一種区域」の狭山ヶ丘中学校、北中小学校にエアコンを設置することになったと思いますが、２校の工事の進捗状況を教えてください。

（森田教育施設課長）

　　狭山ヶ丘中学校については、本年１２月に工事が完了する予定です。

北中小学校については、今年度設計業務を開始し、今年度中に設計を完了する予定です。

（吉本委員）

　　教育環境というのは多岐にわたると思いますが、エアコン設置についてもそうで　　

　あり、いじめ問題対策もあったりすると思います。学校を視察すると、老朽化している学校が多く見られ、子どもが気の毒であると思ってしまうほど、施設が古い学校もあります。

　このように、優先しなければならない課題はたくさんあると思いますが、教育委員会では現在どのような重要な課題があるのか、改めて確認させていただきたいと思います。

（千葉教育総務課長）

　　現在、優先的に取り組んでいるのは、学校トイレ改修事業のほか、バスケットゴールなどの屋内運動場の非構造部材の耐震化、老朽化する学校や給食施設の整備、校舎の一部修繕、校庭の整備、電子黒板の増設やワイファイ整備等ＩＣＴ教育に対する環境整備など、ハード面における様々な急務の課題があります。

　　また、学習支援員や学校図書館司書など様々な人的支援、改定された学習指導要領への対応など、ソフト面においても、重要な事業が多くございます。

なお、先日の台風により山口中学校も被害を受け、体育館などが使用できない状態になっており、早急に対応しなければならない状況です。こうした不測の事態にも備えなければならない現状もあります。
（大岩教育長職務代理者）

　　市内の小中学校のエアコン設置については、市議会でもいろいろな質疑があったと思いますが、教育委員会としてはどのような答弁をしてきたのか、再度お聞きしたいと思います。

（美甘教育総務部長）

　　エアコン設置につきましては、教育総務課長がお答えしたとおり、住民投票の結果を受けて、委員の皆様にご協議いただき、『当面「第一種区域」への工事計画の着手に全力で取り組みつつ、その他の学校の取り扱いについては、引き続き、市長部局等とも連携を図りつつ、総合的な観点から慎重な検討が必要と考える。』ということを、教育委員会としての方針として確認していただきました。

　　これまで市議会におきましては、エアコン設置に関する質問は多数あり、先月行われた９月定例市議会におきましても複数の議員から質問がなされました。その際、教育委員会の見解として確認していただいた方針を、一貫して答弁してまいりました。
（寺本委員）

　　普通教室は市全体で何教室ありますか。

（美甘教育総務部長）

　　現在、８１５教室ございます。

（寺本委員）

　　例えばリース方式でエアコンを設置して、１年間の諸費用も含めて、１教室あたりどのぐらいの費用が必要なのでしょうか。

（美甘教育総務部長）
　１教室あたりの諸経費についてのデータは手元にございませんが、リースでも教室の数が多くなれば、金額も下がることもありますし、保守点検についても４７校全てまとめて出すのと、２、３校まとめて出すのでは、金額は変わってくると思われます。

　市議会におきましても、過去にエアコン設置について、リースでどのくらいの費用がかかるのかという質問がありましたが、その当時と比べて工事単価も上昇しており、価格の算出は行っていない旨答弁しております。
（寺本委員）

　　所沢市と同規模の市との比較データがなければ、なかなか判断しづらいと思いま

す。安易な検証でエアコン設置を判断するのは、無責任であると思いますし、税金　

を使って設置するので、将来その負担を子どもたちに負わせることがないようにしなければならないと思います。そういう意味で、現時点でこの請願については、「採択」とするか、「不採択」とするかは、判断がつかないと思いますが、請願審査の結果は、どちらかに決めなければならないものなのでしょうか。

（千葉教育総務課長）

　　これまで教育委員会に提出された請願に対する結果については、「採択」、「不採択」のどちらかに決定しておりました。しかし、『所沢市教育委員会請願処理規則』第６条には、「教育委員会は請願の処理の結果を請願者に通知するものとする」との規定されているものの、どちらかに決めなければならないということは規定されておりません。

また、市議会における請願においても、「採択」「不採択」の他、「趣旨採択」、「継続審議」といった審査結果となることもあります。
なお、他市においても、審査結果の区分として、規則上「採択」、「不採択」の他、「採択、不採択の区別のつかないもの」と明記している所もございます。

したがって、本市においても、「採択」、「不採択」に限らない、審査結果とすることも可能と考えられます。
（内藤教育長）

　　寺本委員からリースの単価についての質疑がありましたが、他市におけるＰＦＩなど基礎的な事実把握を進めていると聞いておりますが、それについて説明願います。

（美甘教育総務部長）

　　エアコンの設置については、地域によって様々であり、例えば九州地方のように

夏が暑い地域は設置率が高いかといえば、必ずしもそうではない状況があります。

　また、従来は工事によるエアコン設置が主体でありましたが、最近ではリース方

式も多く、機種が良くなってきているので、かなり長い期間のリースも可能になってきています。

　また、各自治体においては、財源をなかなか確保できない事情もありますので、

新たな手法として例えばＰＦＩなど、企業やファイナンシャル会社などの力を借りて、資金を分散して短期間にエアコンを設置しているという例もございます。

　従いまして、工事で行っていたものを途中でリースに変え、あとはＰＦＩを適用するなどといった方法も考えられます。

　本市のように学校数の多い自治体と、少ない自治体とを単純に比較しても、手法についても複雑であり、経費の比較についても様々な観点から研究しなければならないと考えます。

　そういう意味で教育施設課においては、様々な他市の事例などを研究して、データ収集に努めているところです。

（内藤教育長）
　　それでは、本請願に対するご意見をお願いします。

（寺本委員）

　　エアコンは電力を使用しますが、東日本大震災以降はこの地域は原子力ではなく、
化石燃料を使った電力を使用していると思います。そうすると、CO₂を排出すると思いますが、環境や資源のことをあまり考えずに、県内の自治体がエアコン設置を進めていることは、嘆かわしいことであると思います。

　もし、エアコンを設置するのであれば、所沢市独自の環境に配慮した形を取り入れるものでなければならないと思います。再生エネルギーなどを活用すれば、どのぐらいの電気量やCO₂の削減に繋がるのかなど、十分検証した上で判断するべきであると思います。所沢市が「マチごとエコタウン」を推進していくのであれば、そうしたことはきちんとするべきであると思います。

　子どもたちのためとはいえ、エアコン設置に使う費用を、結果的に子どもたちが、将来払わなければならないことにならないように、ただエアコンに関する資料を集めて検証するだけでなく、きちんと構想を打ち出す必要があると思います。

（大岩教育長職務代理者）

　　この問題は、教科化された「道徳」に関係するものと思います。「道徳」というのは、本来、大人がしっかり道徳性を身につけて、その大人が手本になって道徳心を伝えるものであると思います。

　　しかしながら、その大人に道徳心が身についていないということも考えられ、それとエアコン問題とは類似していると思います。子どもだけに「たくましさ」や「忍耐強さ」を求めて、大人はそれほど努力しないということであると思います。

　　財政上の問題はあると思いますが、エアコン設置については前向きに検討してもよいのではないかと思います。まず、大人が自分の立場や身を振り返って、道徳心も含めて、日本の国民として「たくましさ」や「忍耐強さ」というものを、子どもたちに伝える力があるのかどうか、また、そういうことが可能かどうか、考えてみる必要があると思います。

　　そうしたことを子どもたちに押し付けるのではないという意味で、エアコン設置については検討する余地があると思います。

（中川委員）

　　私は、委員になった当初は、エアコン設置については否定的でした。しかし、ここ最近で、近隣の市町村のエアコン設置率が上がっていることを知り、近隣と同じような環境にある所沢市だけがエアコンを設置しないのは、世の中の価値観についていけていないというイメージを意図せずして引き寄せてしまうものと考え、エアコン設置について前向きに傾きつつあります。　
　　一方で、エアコンを設置することにより、失われる教育もあると思います。例えば、暑さ対策を工夫することです。また、エアコンの工事に従事する方は、エアコンのない環境で働いてくださっています。日本には、暑い環境の中、集中して働かなければならない仕事がたくさんあります。そうした仕事に、感謝の気持ちを忘れないようにしていただきたいと思います。暑いから学習に集中できないので、エアコンをつけろではなく、自分たちが学習に集中できるために、暑い中でも集中して頑張らなければならない人がいる、という価値観について、是非伝えていってほしいと思います。

　　それをきちんと追及していくという決意を持ちながら、エアコン設置が進んでほしいと思います。

（吉本委員）

　　先ほどの事務局の説明にもありましたが、どの事業が優先されるかは、時代もあり、環境もあり、いろいろなことで順番が変わってもよいと思います。ある時点では例えば温暖化がひどいのでエアコン設置が優先されるということにもなるであろうし、現時点では別の事業が優先されるということもあり得ると思います。

　　エアコンを設置すること自体は、考えてもよいと思いますが、他の事業との調整は必要であると思います。教育というのは、「学力の向上」とか、「学習効果の向上」など、子どもたちが大人になるために、知識や知恵、生きる力などをいろいろなものを教えていく場であると思います。そうしたことがまず充足しているのか、充足されるためにはどの事業を優先するのかということを考えてほしいと思います。

　　さきほど、請願審査の結果は、「採択」、「不採択」どちらかに決めなくてもよいとお聞きしましたので、どちらとも言えない回答になるのではないかと思います。

（寺本委員）

　　昨年の６月から１０月にかけての猛暑日について、所沢市において授業が行われている日に記録したのは、７月７日の１日だけでした。また、その日の中で３５度以上を記録したのは、２時間だけでした。３０度以上では、授業日だけでいえば
６６時間でした。厳重警戒といわれる２８度以上では、さらに５５時間加わり、合計１２１時間となります。教室に座っている時間で換算すると、６１時間がいわゆる暑い時間ということです。

先ほど、請願者の方が「夏休みは多いほうがよい」とおっしゃったと思いますが、私もそう思っています。仮に、夏休みを７月１９日から８月３１日までとすると、

　２８度以上の授業中の時間は９１時間に減り、教室内での時間は４６時間に減ります。厳重警戒といっても２８度から３０度までは、土木の業界では、重機オペレーターは、同じ班の作業員に炎天下での作業者がいる場合、気を遣って重機キャビンのクーラーは使用しません。暑さ対策としては、休憩時間と水分補給を増やすことです。学校においても、２８度以上のグレーな区域は、何らかの工夫をして暑さを乗り切るべきであると思います。エアコンを設置するのであれば、工夫をした上でつけるというのであればよいのですが、ただ暑いからエアコンのスイッチを入れるようなことではいけないと思います。

　　工夫の根幹として、夏休みをしっかり長い期間とって、不足した授業時間は隔週土曜の授業で補い、CO₂対策をしっかりして、毎朝学校の窓を開けて換気をするなどしてからエアコンをつけるべきであると思います。
（清水委員）

　　学校視察に何度か行きましたが、建替えが必要と思われる学校も見受けられました。そういう学校にエアコンをつけてしまうと、建替えた時に無駄になってしまう可能性があるので、慎重に検討する必要があると思います。

　　また、個人的にはエアコンはあまり好きではないのですが、最近の若い人は汗をうまくかけず、ばてやすい傾向にあるという化学的なデータもあるようです。近隣がエアコンを設置するからやるというのではなく、逆にエアコンがないことで子どもたちの将来にとってよかったと思えることもあると思います。

　　工夫という点で言えば、例えば、最近では高性能な保冷剤が開発されており、生鮮食品を配送する際に、その保冷剤を詰めると、カーゴ内の湿度が調節されるなど、物流革命が起きています。家庭から保冷剤を持ってきて、体を冷やすなどするだけでも熱中症はかなり防げると思います。

また、窓ガラスに熱を遮断する塗料を塗ったり、屋根材を工夫したりするなど、これからでも取り組めば子どもたちにとって、快適な環境を提供する意味では、エアコンだけにこだわる必要はないのではないかと思います。

　　この現状の中で、住民投票も行われて市民の皆さんの意見をお聞きした中で、新たな取り組みを所沢市として行うよいチャンスではないかと思います。

（内藤教育長）

　　委員の皆様から様々な意見をいただき、議長として意見を整理したいと思いますので、暫時休憩とします。

　《　休　憩　午後２時２８分～午後２時４０分》
　

（内藤教育長）

　　再開します。

　　これまで、委員の皆様から多くのご意見をいただきました中で、現時点における教育委員会の本請願に対する回答ということで提案したいと思います。

　　「現在、所沢市におきましては、住民投票の結果等を踏まえて、狭山ヶ丘中学校、北中小学校の防音校舎改修事業を進めているところです。

　　今後の全小中学校のエアコン設置につきましては、市議会の質疑でも答弁してまいりましたが、重要な施策など様々な事業の優先度や財政状況、地球環境等を勘案し、総合的に検討していくものと考えております。」

　　こうした内容を本請願に対する教育委員会の見解とし、請願者に回答したいと思いますが、委員の皆様いかがでしょうか。

（寺本委員）

　　つまり、採択でもなく、不採択でもなく、今後検討してということでしょうか。

（内藤教育長）

　　重要な施策、様々な事業の優先もございますが、この請願に対する状況について、委員の皆様から非常に微妙なニュアンスや様々な示唆を含むものもあり、今この段階でそれ以上の意見を集約するのは困難です。

　　現実として、これから具体的に「所沢らしさ」というものを含めて取り組んでいきたいと思っております。そういう意味で、今回の請願に対する教育委員会の見解としては、先ほど私が申し上げた内容とさせていただくのが適当ではないかと思いますが、賛成の方は挙手をお願いします。

《全員挙手》

（内藤教育長）

　　それでは、全会一致により、先ほど読み上げました内容を、本請願に対する回答として請願者の方に通知いたします。
《傍聴者退室　午後２時４３分》
●議案第２３号　平成２９年度教育費予算（１２月補正）について
資料に則り、千葉教育総務課長から以下のとおり説明がなされた。
《削　除》
※内藤教育長の採決により、出席委員全員が賛成し、原案どおり可決された。

●議案第２４号　平成３０年度教育費当初予算について
資料に則り、各課より順次説明がなされた。
《削　除》

※内藤教育長の採決により、出席委員全員が賛成し、原案どおり可決された。

●議案第２５号　平成２９年度所沢市教育功労者(追加)の表彰について
資料に則り、千葉教育総務課長から以下のとおり説明がなされた。

《削　除》
※内藤教育長の採決により、出席委員全員が賛成し、原案どおり可決された。
８　協議事項　なし
９　報告事項
○所沢市教育委員会後援等名義使用許可について（教育総務課）
○所沢市教育委員会の１０月から１月までの主な行事予定について
(教育総務課)
○「所沢市議会一般質問答弁要旨 平成２９年第３回（９月）定例会」について
(教育総務課)

　 ○国登録有形文化財「秋田家住宅」特別公開（文化財保護課）
　 ○第１８回所沢図書館まつりについて（所沢図書館）

　 ○食育フォーラムの開催について（保健給食課）

　　以下、質疑。
（吉本委員）

　　市議会の一般質問の中で、内部統制という言葉が出てきますが、どういうニュアンスで受け取ればよろしいですか。

（千葉教育総務課長）

　　危機管理体制ということで認識しております。

１０　その他
・山口中学校の台風被害について
森田教育施設課長より、以下のとおり説明がなされた。
先日の台風２１号の大雨により、山口中学校屋内運動場西側にある擁壁が崩落し、滑落した擁壁等が屋内運動場西側外壁まで到達するという被害を受けました。
崩落した要因は、台風の豪雨により、表面雨水が舗装された道路の隙間などから局所的に浸入し、擁壁の裏側に水が回り耐えられなくなったことで崩壊につながったものと推察されます。
現在の対応ですが、生徒の安全のため体育館の周りに近づかないように、ガードフェンスにて通路をふさぎ、体育館及び近接する校舎１階技術科室については、安全のため使用禁止としています。今後の見通しとしては、上部住宅を守るための土留め工事を１２月頃から約４ヵ月の予定で先行実施し、その後、学校内の土砂と瓦礫を取り除く作業を行い、校内の擁壁工事に入ることとなります。学習環境に与える影響が大きいことから、今後も建設部と協力して、できるだけ早期の現状復帰が出来るよう努力してまいります。
以下、質疑。

（寺本委員）

　　山口中学校の体育の授業はどのように対応しますか。

（岩間学校教育部次長）

　　現在使用できないのは、体育館、技術科室、及び調理室です。体育館は、近隣の小学校や公民館に協力を仰いで利用させていただくことを考えています。調理実習を行う授業は、今年度の分を既に終えているため、家庭科や技術科の授業に関しては、別の教室を使うことで対応可能となっています。

・中央中学校の校舎内装木質化工事について
森田教育施設課長より、以下のとおり説明がなされた。

９月１６日に工事が完了し、市民文教常任委員会の８名の委員による現場視察が１０月２５日に行われました。視察の中では、「特殊なもので清掃する必要があるか」や「今後、板の割れや反りは考えられるか」などの質問があり回答いたしました。出来栄えに関しては、良い印象を持っていただいた様子でした。
・教育委員会会議１１月定例会：１１月２１日（火）午後３時３０分　　　　　　　　　　　　　

教育センター　第1研修室
　 ・平成２９年度所沢市教育功労者表彰式：１１月２１日（火）午後１時３０分　　　　　　　　　　　　　

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教育センター　セミナーホール
・教育委員会会議１２月定例会：１２月２０日（水）午後１時３０分
所沢市役所６階　６０２会議室
１１　閉　会　午後４時１５分

